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ケリー・ハンセイカー
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「イエスさま　ともだち 
……たすけてくれる　
いのるこを」 

（『子
こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』37）

ミン・ジュンはまどから雲
くも

を見
み

つめながら，「あし
たは雨

あめ

みたいだね」と言
い

い
ました。

おじいちゃんは，新
しん

聞
ぶん

か
ら目

め

を上
あ

げると，うなずきま
した。夏

なつ

の終
お

わり，韓
かん

国
こく

のソウルでは
台
たい

風
ふう

の多
おお

い季
き

節
せつ

が始
はじ

まっていました。
ミン・ジュンは日

にち

曜
よう

日
び

に着
き

る服
ふく

のと
なりに，かさを置

お

きました。「あしたは
早
はや

く家
いえ

を出
で

たほうがいいと思
おも

うな。」
おじいちゃんはにっこりして，「いい

考
かんが

えだね。もし低
ひく

いところの道
みち

が洪
こう

水
ずい

になったら，遠
とお

回
まわ

りしなければいけ
ないからね。」
「教

きょう

会
かい

の建
たて

物
もの

は大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だと思
おも

う？」
とミン・ジュンは聞

き

きました。去
きょ

年
ねん

，
台
たい

風
ふう

の季
き

節
せつ

に 1 階
かい

が水
みず

につかってし
まったのです。

「きっと大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だよ。でも，おいの
りしておくといいね」とおじいちゃん
が言

い

いました。
「じゃあ，今

こん

晩
ばん

教
きょう

会
かい

のためにいのる
よ。そして，ぼくたちも無

ぶ

事
じ

に着
つ

ける
ように。チャルジャヨ（韓

かん

国
こく

語
ご

の『お
やすみなさい』）。」  そう言

い

っておじぎ
をすると，ミン・ジュンはベッドに行

い

き
ました。

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

，二
ふ た り

人は早
はや

くアパート
を出

で

ました。ミン・ジュンは，黒
くろ

い雲
くも

におおわれた空
そら

を見
み

上
あ

げました。
「信

しん

仰
こう

を持
も

ちなさい」とおじいちゃ
んが言

い

いました。
ミン・ジュンは，おじいちゃんの後

あと

について，アパート近
ちか

くの坂
さか

のせまい
階
かい

段
だん

を上
のぼ

って行
い

きました。二
ふ た り

人は，
坂
さか

の上
うえ

に着
つ

いて，一
ひと

息
いき

つきました。
空
くう

気
き

がひどくしめっていて，二
ふ た り

人の
シャツはもうべたべたしていました。

おじいちゃんは，ふり始
はじ

めた雨
あめ

を手
て

の平
ひら

で受
う

けました。「感
かん

じたかい？
雨
あめ

がふり始
はじ

めたよ。」

高
た か

い水
す い

準
じ ゅ ん

に達
た っ

する
ミン・ジュン
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子こ

供ど
も

二
ふ た り

人はかさを差
さ

しました。次
つぎ

の階
かい

段
だん

の所
ところ

に来
き

たころに
は，雨

あま

足
あし

も速
はや

くなっていました。ミン・ジュンはふりしきる
雨
あめ

の中
なか

，階
かい

段
だん

の 1 だん 1 だんを見
み

落
お

とさないように目
め

を細
ほそ

めました。「わあ！」  足
あし

をすべらせて，ひざをついたミン・
ジュンは声

こえ

を上
あ

げました。
「いたくしたかい？」  おじいちゃ

んが聞
き

きました。おじいちゃんは
かがんで，ミン・ジュンのズボン
に開

ひら

いたあなを見
み

ました。
「ただすりむいただけだよ」と

言
い

うミン・ジュンの声
こえ

はふるえて
いました。
「教

きょう

会
かい

で直
なお

してあげられるよ」
とおじいちゃんが言

い

いました。
ミン・ジュンとおじいちゃんは，

さらにいくつかの階
かい

段
だん

を上
のぼ

って，
上
うえ

の道
みち

に出
で

ました。
「上

うえ

の方
ほう

は風
かぜ

がもっとひどい
な。」  おじいちゃんが，かさをしっ
かりにぎりしめながら言

い

いまし
た。ミン・ジュンは，かさをおさ
えることができませんでした。急

きゅう

に強
つよ

い風
かぜ

がふいてきて，かさがう
ら返

がえ

しになり，ぬい目
め

がさけてしまいました。ミン・ジュン
はがっかりしてかたを落

お

としました。
おじいちゃんが自

じ

分
ぶん

のかさを向
む

けてくれました。「わたし
のかさに入

はい

りなさい。もうすぐ着
つ

くからね。」
ミン・ジュンとおじいちゃんは，二

ふ た り

人で 1 本
ぽん

のかさに入
はい

り
ましたが，ふり続

つづ

ける雨
あめ

をふせぐにはあまり役
やく

に立
た

ちません
でした。教

きょう

会
かい

の近
ちか

くまで来
く

ると，ミン・ジュンの耳
みみ

に音
おん

楽
がく

が
聞
き

こえてきました。
「もう始

はじ

まってる！」  ミン・ジュンは教
きょう

会
かい

の入
い

り口
ぐち

のドア
の所

ところ

に走
はし

りよりました。ガラスにうつった自
じ

分
ぶん

のすがたが
見
み

えました。かみの毛
け

はもじゃもじゃで雨
あめ

がしたたり落
お

ちて，
ズボンはやぶれ，くつはどろだらけでした。ミン・ジュンは 

はずかしくなってドアからはなれると，階
かい

段
だん

を下
お

りました。
「中

なか

には……入
はい

れないよ」とミン・ジュンは口
くち

ごもりなが
ら言

い

いました。
「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

さ」とおじいちゃんが言
い

ってくれました。
「でも，きたないし，びしょぬれだよ。」

おじいちゃんはミン・ジュンを
見
み

てから , フェンスに結
ゆ

わえつけ
られた雨

う

量
りょう

計
けい

を見
み

ました。
「ミン・ジュン，雨

あめ

の量
りょう

をはかる
のは簡

かん

単
たん

だけれど，わたしたちは
自
じ

分
ぶん

をどのようにはかるのだろう
ね。」

ミン・ジュンはまばたきしなが
らおじいちゃんを見

み

ました。
「どろんこになったくつや，すり

むいたひざや，もじゃもじゃのかみ
の毛

け

を見
み

て，自
じ

分
ぶん

のことをあまり
ふさわしくないとはんだんするね。
でも，イエス・キリストはもっと良

よ

い
はんだんをされるんだよ。イエス
様
さま

はわたしたちの心
こころ

をごらんに 
なる。そして，わたしたちが正

ただ

し
いことをしているのをごぞんじな

んだ。イエス様
さま

のように自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を見
み

るなら，とても高
たか

い
水
すい

準
じゅん

に達
たっ

していることが分
わ

かるよ。」
ミン・ジュンは雨

う

量
りょう

計
けい

を見
み

ました。雨
あめ

がたまるごとに，その
目
め

もりは上
あ

がっていきました。教
きょう

会
かい

にたどり着
つ

けるように 
どれだけ一

いっ

生
しょう

けんめい努
ど

力
りょく

したか，そして教
きょう

会
かい

に着
つ

いて 
どんなに温

あたた

かくて幸
しあわ

せな気
き

持
も

ちを感
かん

じたかを考
かんが

えました。
自
じ

分
ぶん

がどれだけ救
すく

い主
ぬし

を愛
あい

しているか，そして救
すく

い主
ぬし

が 
 どれだけ自

じ

分
ぶん

を愛
あい

してくださっているかを考
かんが

えました。
ミン・ジュンはおじいちゃんをだきしめると，一

いっ

緒
しょ

に教
きょう

会
かい

に入
はい

って行
い

きました。■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

コロラド州
しゅう
に住

す
んでいます。

努
ど

力
りょく

し続
つづ

ける

「……福
ふく

音
いん

のすばらしさは，必
かなら

ずしも成
せい

功
こう

するとは限
かぎ

らないにしても，努
ど

力
りょく

し続
つづ

ける
ことによって報

むく

われるということにある
のです。」
十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

　ジェフリー・R・ホランド長
ちょう

老
ろう

「あす，主
しゅ

があなたがたのうちに 
不
ふ

思
し

議
ぎ

を行
おこな

われるからである」 
『リアホナ』2016 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

，125
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